
広
報
と
う
や
湖
発
行
日

平
成
20
年
11
月
10
日

通
巻
／
第
32
号

■発行・編集：洞爺湖町企画防災課広報統計係 〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
0142－74－3004 ＦＡＸ 0142－74－2121

■ホームページアドレス／ｈｔｔｐ： jpｗｗｗ.town.toyako.hokkaido.

「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

11月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞
火・木・土曜日
　　　　午後 1時～午後8時30分
日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞
 月～金曜日
　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

11月14日(金）
    18日(火）
    21日(金）
    25日(火）
    28日(金）

11月14日(金）
    28日(金）

11月21日(金）

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

11月11日(火）

11月12日(水）

    13日(木）

11月20日(木）

午前10時～
12時

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

  12月の予定

◆洞爺地区健康相談/12月2日(火)・5日(金)・12日(金)

  ・16日(火)・19日(金)・26日(金)(洞爺地区)

◆フッ素塗布/12月4日(木)(健康福祉センター)

◆保育所開放/12月5日(金)・12日(金)(本町保育所)

◆乳幼児健診/12月9日(火)(洞爺ふれ愛センター)

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区
健康相談

保育所開放

親子ふれあ
い遊び

本町保育所

女性ミニ
ドック

特定・胃・
大腸・前立
線肝炎・エ
キノコック
ス症検診

乳児検診

回覧をご覧く
ださい

回覧をご覧く
ださい

受付 午後1時

～1時30分

個別通知します

健康福祉セ
ンター

TOYAKO VoL      .32

広報
月

2008年
11  

人口と世帯の動き (平成20年9月30日現在)

男…… 4,986人
女…… 5,683人
計……10,669人
世帯…… 5,250世帯

月対比
(△  4)
(＋  4)
(＋  0)
(＋  9)

虻田地区

虻田地区

◆乳児検診/12月18日(木)(健康福祉センター)

◆親子ふれあい遊び/12月19日(金)(健康福祉センター)

真剣な顔…

うまくいかず苦笑する顔…

ゲームに勝って満面笑みの顔…

個性豊かな顔・顔・顔

楽しい一日を過ごした高齢者運動会

今月のワンショット

　主な内容
・洞爺湖町表彰式 ………………………………………３Ｐ

・洞爺湖有珠山ジオパーク
 　 　 世界ジオパークの国内候補地に決定………５Ｐ

・全国エコツーリズム大会in洞爺湖開催 ………………６Ｐ

アフターサミット
今年一年の感謝をこめて
アフターサミット

今年一年の感謝をこめて
  今年はサミットも開催され、皆様方には大変お世話にな
り感謝をこめてお贈りいたします。
  日頃の嫌な事も忘れこの日は一日はグデングデンに酔っ
て天国のようなハピーな気持ちで過ごしていただきたく洞
爺湖温泉が天使のハートでおもてなしいたします。
  食べる・飲む・泊まるを貴方が選んで貴方が決める「グデ
ン・グデンヘブンツアー」
  12月7日（日）～12月11日（木）の5日
間。
  2次会込み最低¥6,000からの感
謝企画数に限りあり、11月6日～
12月3日まで申込先着順で受け
付けますので申込お早めに
（近日中にチラシで詳細をご案内します）

  主催　グデン・グデンヘブンツアー実行委員会

　主な内容
・洞爺湖町表彰式 ………………………………………３Ｐ

・洞爺湖有珠山ジオパーク
 　 　 世界ジオパークの国内候補地に決定………５Ｐ

・全国エコツーリズム大会in洞爺湖開催 ………………６Ｐ

真剣な顔…

うまくいかず苦笑する顔…

ゲームに勝って満面笑みの顔…

個性豊かな顔・顔・顔

楽しい一日を過ごした高齢者運動会

７５-１７２７

収穫の秋・月浦でのりんごの収穫風景収穫の秋・月浦でのりんごの収穫風景



こ
ん
にちは赤ち

ゃ

ん
ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

２

京谷 彪生くん

好高さん・麻衣子さん
 ８月29日生　洞第６

(とらい）

 藤野 百花ちゃん

 幸治さん・知美さん
８月18日生 入１区

（ももか）
小名 唯月ちゃん

 宏さん・紀世美さん
８月21日生　青１区

（ゆづき）

佐藤 乃絵ちゃん

ウィリアムさん・彰子さん
　８月28日生　青１区

（のえ）
　森　海翔くん

大耕さん・朋未さん
８月29日生　温８区

（かいと）

　
12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
同
募
金
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
が
、
安
心
し
て
年
末
年
始
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
の

皆
様
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
る
民
間

運
動
で
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
歳
末
見
舞

い
金
と
し
て
町
内
の
困
窮
世
帯
の
方

（
援
助
を
必
要
さ
れ
る
方
）
へ
歳
末

見
舞
金
と
し
て
民
生
委
員
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
届
け
ら
れ
ま
す
（
保
護

世
帯
は
非
対
象
）
。
運
動
の
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
受
付
窓
口

　
北
海
道
共
同
募
金
会
洞
爺
湖
町
分

会　
本
所
　
洞
爺
湖
町
栄
町
63-

1

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
内

　
76
‐
４
３
６
３
）

　
支
所
　
洞
爺
湖
町
洞
爺
町
１
３
２

‐
２

（
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内
　
82
‐

５
１
８
５

●
受
付
時
間

　
月
～
金
（
祭
日
を
除
く
）
９
：
00

～
17
：
00

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
募
金
へ
の
お
願
い

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
募
金
へ
の
お
願
い



３

 

地
方
自
冶
、
地
域
社
会
、
産
業
経 
 

済
、
教
育
文
化
、
そ
の
他
町
政
発
展

に
寄
与
し
、
又
は
衆
人
の
模
範
と
な

ら
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。

▽
和
田
孝
道
さ
ん
（
虻
8
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民
生
委
員 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
委
員
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
護
司
、
社

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
福
祉
協
議

会
理
事
、
遺
族
会
会
長
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
永
く
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上

や
地
方
自
治
発
展
に
貢
献
。

▽
大
塚
政
幸
さ
ん
（
温
1
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
民
生
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
委
員
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
副
会
長

な
ど
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。
旧

虻
田
町
土
地
開
発
公
社
理
事
や
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
委
員
な
ど
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
。

▽
宮
崎
　
夫
さ
ん
（
月
浦
区
） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
民
生
委
員 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
委
員
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
同
募
金
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

虻
田
分
区
役

員
、
旧
虻
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
員
な
ど
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向

上
に
尽
力
。
自
治
会
長
や
ワ
イ
ン
祭

実
行
委
員
会
委
員
長
な
ど
、
地
域
の

振
興
に
も
貢
献
。

▽
海
老
澤
邦
子
さ
ん（
温
4
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
平
成
7
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
来
、
民
生 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
児
童
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
と
し
て
、

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
児
童
福
祉
や

社
会
福
祉
の
向
上
な
ど
地
域
福
祉
の

発
展
に
貢
献
。

▽
木
村
享
司
さ
ん
（
曙
）
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
58
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
洞
爺
無
線

 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
十
字
奉
仕

 
 
 
 
 
 
 
 
 

団
の
設
立
以

来
、
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
救
護
訓

練
や
災
害
防
止
に
貢
献
。

▽
鈴
木
　
孝
さ
ん
（
洞
第
4
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
平
成
10
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
来
、
洞
爺

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
遺
族
会
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
、
理
事
と

し
て
、
遺
族
の
援
護
や
会
の
運
営
な

ど
会
員
の
相
互
扶
助
に
貢
献
。

▽
峰
村
昭
彦
さ
ん
（
入
1
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
平
成
10
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
来
、
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 

医
と
し
て
、 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10
年
の
永
き

に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
身

の
発
達
に
貢
献
。

▽
宍
戸
秀
徳
さ
ん
（
泉
区
）
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
10
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
来
、
学
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歯
科
医
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
、
10
年
の

永
き
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
全
な

心
身
の
発
達
に
貢
献
。

▽
藤
原
正
男
さ
ん
（
温
5
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
平
成
10
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
来
、
町
体

 
 
 
 
 
 
 
 
 

育
指
導
委
員

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
、
10

年
の
永
き
に
わ
た
り
町
民
の
健
康
づ

く
り
な
ど
の
体
育
振
興
に
貢
献
。

▽
石
田
静
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
4
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
来
、
バ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ボ
ー
ル
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
理
事
と
し

て
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
普
及
と
発
展
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
。

▽
虻
田
吹
奏
楽
団
（
代
表
　
河

畑
敦
史
さ
ん
）

　
昭
和
53
年
に
「
虻
田
吹
奏
楽
団
」

の
設
立
以
来
、
30
年
の
永
き
に
わ
た

り
本
町
の
文
化
振
興
に
貢
献
。

洞爺湖町表彰式

　平成20年度洞爺湖町表彰式が、文化の日の11月3日(月)役

場防災研修ホールで行われました。

　今年度の表彰は、功労表彰が公益功労3人で、貢献表彰は

８人・１団体、そのほか善行表彰１人・２団体、特別表彰

４人と感謝状が105人となっています。

　そして国民健康保険優良家庭は82世帯が対象となりました。

　なお紙面の関係で、感謝状、善行表彰、特別表彰、国民健

康保険優良家庭表彰は、名前のみの掲載とさせていただきま

したので御了承ください。（順不同）

功
労
表
彰

功
労
表
彰

公
益
功
労

貢
献
賞

貢
献
賞

盾



４

　
　
に
多
大
な
寄
付
を
さ
れ
た
個
人
、

　
　
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
ま
す
。

▽
若
狹
洋
市
さ
ん
（
温
3
区
）

▽(

株)

東
亜
製
作
所(
名
古
屋
市)

▽(

有)

ア
イ
バ
ン 

(
東
京
都)

 

　
々
な
大
会
や
作
品
展
で
優
秀
な 
 
 
 

 
 

成
績
を
収
め
た
方
に
贈
ら
れ
ま

す
。

▽
新
　
賢
範
さ
ん(

虻
田
中
3
年)

▽
横
山
駿
太
さ
ん(

虻
田
高
1
年)

▽
因
幡
憲
人
さ
ん(

虻
田
高
1
年)

▽
尾
野
寿
真
さ
ん(

と
う
や
小
4
年)

 

　
き
に
わ
た
り
郷
土
の
発
展
に
貢 
 

 
 

献
さ
れ
た
70
歳
以
上
で
、
在
町

（
旧
虻
田
・
洞
爺
在
住
含
）
50
年
以

上
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。
� 

【
虻
1
区
】

▽
恵
良
正
志
さ
ん
▽
川
又
耿
一
さ
ん

▽
川
村
和
子
さ
ん
▽
木
村
英
志
さ
ん

▽
鈴
木
孝
雄
さ
ん
▽
武
川
正
志
さ
ん

▽
山
家
フ
ク
コ
さ
ん

【
虻
2
区
】

▽
浅
利
ハ
ツ
さ
ん
▽
泰
地
玲
子
さ
ん

【
虻
3
区
】

▽
中
野
イ
マ
さ
ん
▽
成
田
ト
ミ
子
さ

ん【
虻
4
区
】

▽
阿
部
洋
子
さ
ん
▽
後
藤
秀
男
さ
ん

▽
高
橋
ソ
ヨ
さ
ん
▽
高
橋
力
也
さ
ん

▽
田
高
千
恵
子
さ
ん
▽
三
島
　
清
さ

ん
▽
安
富
　
吉
さ
ん

【
虻
5
区
】

▽
阿
部
綾
子
さ
ん
▽
石
塚
美
津
子
さ

ん
▽
内
村
ユ
キ
さ
ん
▽
宇
那
木
シ
ズ

子
さ
ん
▽
菊
地
幸
治
さ
ん
▽
沼
田
千

枝
子
さ
ん
▽
南
　
節
子
さ
ん
▽
山
田

睦
美
さ
ん

【
虻
6
区
】

▽
乾
辺
征
子
さ
ん
▽
北
島
精
作
さ
ん

▽
竹
腰
昭
子
さ
ん
▽
服
部
幸
江
さ
ん

▽
松
井
保
明
さ
ん
▽
山
田
三
夫
さ
ん

【
虻
7
区
】

▽
春
藤
サ
ダ
ヨ
さ
ん

【
虻
8
区
】

▽
植
村
國
子
さ
ん
▽
篠
原
澄
子
さ
ん

▽
土
屋
美
代
子
さ
ん
▽
畠
山
好
子
さ

ん【
か
っ
こ
う
台
区
】

▽
原
田
　
衛
さ
ん
▽
大
和
幸
子
さ
ん

【
青
葉
1
区
】

▽
小
松
敏
子
さ
ん
▽
新
　
克
夫
さ
ん

▽
田
所
キ
イ
さ
ん
▽
南
部
て
る
さ
ん

▽
増
山
ト
ヨ
子
さ
ん

【
青
葉
2
区
】

▽
坂
本
キ
ミ
ヱ
さ
ん
▽
永
谷
秀
子
さ

ん【
入
江
1
区
】

▽
石
井
匡
次
さ
ん
▽
板
谷
愛
子
さ
ん

▽
内
海
　
武
さ
ん
▽
大
庭
圓
冶
さ
ん

▽
菅
井
ス
ミ
子
さ
ん
▽
菅
井
多
恵
子

さ
ん
▽
鈴
木
和
朗
さ
ん
▽
鈴
木
義
夫

さ
ん
▽
髙
波
マ
サ
さ
ん
▽
原
ヒ
サ
子

さ
ん
▽
南
ミ
チ
子
さ
ん

【
入
江
3
区
】

▽
櫻
井
信
夫
さ
ん

【
入
江
4
区
】

▽
植
田
幸
子
さ
ん
▽
大
宮
佳
子
さ
ん

▽
佐
々
木
ミ
ヤ
さ
ん
▽
佐
藤
治
郎
さ

ん
▽
秦
野
京
子
さ
ん
▽
山
口
タ
マ
ヱ

さ
ん

【
泉
区
】

▽
前
田
和
男
さ
ん
▽
吉
田
シ
ヅ
子
さ

ん【
三
豊
区
】

▽
沼
原
輝
代
さ
ん

【
清
水
区
】

▽
小
笠
原
榮
一
さ
ん
▽
黒
木
和
子
さ

ん
▽
黒
木
喜
代
子
さ
ん
▽
小
林
セ
ツ

子
さ
ん

【
月
浦
区
】

▽
大
手
マ
シ
ヱ
さ
ん
▽
森
川
　
武
さ

ん
▽
渡
邊
勝
二
さ
ん

【
花
和
区
】

▽
角
田
恭
子
さ
ん
▽
笹
川
ナ
ミ
子
さ

ん

【
温
泉
1
区
】

▽
賀
上
英
子
さ
ん
▽
澤
田

イ
ヨ
さ
ん
▽
澤
田
チ
ヱ
子

さ
ん

【
温
泉
2
区
】

▽
宍
戸
吉
四
郎
さ
ん
▽
宍

戸
美
子
さ
ん
▽
三
浦
幸
子

さ
ん

【
温
泉
3
区
】

▽
坂
井
千
枝
さ
ん
▽
橋
本

悦
子
さ
ん

【
温
泉
4
区
】

▽
越
後
　
進
さ
ん
▽
富
山

鑛
一
さ
ん
▽
畠
山
典
子
さ
ん

【
温
泉
8
区
】

▽
宮
﨑
千
鶴
さ
ん

【
洞
第
1
】

▽
尾
﨑
せ
つ
子
さ
ん
▽
鍛
冶
川
忠
志

さ
ん

【
洞
第
3
】

▽
木
谷
和
夫
さ
ん

【
洞
第
4
】

▽
北
村
保
夫
さ
ん

【
洞
第
6
】

▽
磯
野
利
雄
さ
ん
▽
久
保
田
康
秀
さ

ん【
美
沢
東
】

▽
佐
伯
義
視
さ
ん

【
美
沢
西
】

▽
星
野
光
子
さ
ん

【
曙
】

▽
出
村
勝
美
さ
ん
▽
藤
川
敬
子
さ
ん

▽
青
葉
節
子
さ
ん

【
財
田
】

▽
原
　
昌
明
さ
ん

【
岩
屋
】

▽
細
川
ヤ
エ
子
さ
ん

【
成
香
】

▽
岩
渕
祈
美
夫
さ
ん
▽
岩
渕
キ
ミ
子

さ
ん

【
大
原
】

▽
大
廣
フ
ヂ
子
さ
ん
▽
横
山
明
男
さ

ん
 

　
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
で
、 
 

 
 

保
険
料
を
完
納
し
、
1
年
間
全

く
病
院
に
か
か
ら
な
か
っ
た
健
康
保

険
優
良
家
庭
に
贈
ら
れ
ま
す
。

町様永

国

善
行
表
彰

善
行
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰

栄
誉
賞

感
謝
状

感
謝
状

　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
優
良
家
庭

　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
優
良
家
庭

昨年の表賞式から昨年の表賞式から

ノ



５

■
11
年

▽
佐
藤
カ
ズ
子
さ
ん
▽
鋤
柄
幸
子
さ

ん■
10
年

▽
野
澤
洋
子
さ
ん

■
9
年

▽
平
田
祐
助
さ
ん

■
8
年

▽
櫻
庭
昌
子
さ
ん

■
7
年

▽
池
田
次
男
さ
ん
▽
菊
地
キ
ミ
さ
ん

■
6
年

▽
川
村
洋
子
さ
ん

■
5
年

▽
石
徹
白
勝
美
さ
ん
▽
坂
本
光
子
さ

ん■
4
年

▽
木
村
ユ
ミ
子
さ
ん
▽
宮
下
洋
一
さ

ん
▽
篠
原
清
さ
ん
▽
佐
藤
和
光
さ
ん

▽
村
山
節
子
さ
ん

■
3
年

▽
管
藤
重
德
さ
ん
▽
金
子
德
治
さ
ん

▽
畠
山
美
江
子
さ
ん
▽
賀
上
敏
洋
さ

ん
▽
小
田
桐
勝
太
郎
さ
ん

■
2
年

▽
小
林
ミ
ツ
子
さ
ん
▽
髙
橋
繁
夫
さ

ん
▽
奥
岡
稔
大
さ
ん
▽
鈴
木
健
郎
さ

ん
▽
宝
積
洋
子
さ
ん
▽
古
畑
惠
子
さ

ん
▽
青
木
政
弘
さ
ん
▽
丹
野
征
二
さ

ん
▽
土
門
政
廣
さ
ん
▽
佐
々
木
正
雄

さ
ん
▽
前
田
弘
子
さ
ん
▽
神
山
和
子

さ
ん
▽
横
川
勝
代
さ
ん
▽
高
橋
誠
一

郎
さ
ん
▽
尾
崎
俊
一
さ
ん
▽
磯
野
憲

子
さ
ん
▽
木
須
信
勝
さ
ん

■
1
年

▽
高
橋
み
や
子
さ
ん
▽
下
山
八
代
枝

さ
ん
▽
吉
田
ト
モ
子
さ
ん
▽
井
上
一

美
さ
ん
▽
大
野
政
浩
さ
ん
▽
谷
俊
冶

さ
ん
▽
福
士
義
孝
さ
ん
▽
内
田
誠
一

さ
ん
▽
高
木
ミ
サ
子
さ
ん
▽
吉
田
実

さ
ん
▽
笹
原
　
子
さ
ん
▽
田
中
キ
ク

エ
さ
ん
▽
新
関
節
子
さ
ん
▽
菊
地
順

子
さ
ん
▽
小
野
寺
剛
さ
ん
▽
楽
木
マ

ス
さ
ん
▽
山
田
憲
也
さ
ん
▽
齊
藤
建

二
さ
ん
▽
佐
々
木
榮
悦
さ
ん
▽
髙
橋

喜
代
子
さ
ん
▽
吉
田
勲
さ
ん
▽
若
本

正
憲
さ
ん
▽
東
　
茂
さ
ん
▽
廣
瀨
康

晴
さ
ん
▽
長
谷
川
芙
美
子
さ
ん
▽
阿

部
順
一
さ
ん
▽
石
垣
洋
一
さ
ん
▽
木

須
守
さ
ん
▽
成
田
秀
樹
さ
ん
▽
工
藤

勇
さ
ん
▽
土
屋
京
子
さ
ん
▽
　
田
信

敏
さ
ん
▽
富
山
綾
子
さ
ん
▽
中
谷
昌

子
さ
ん
▽
坂
本
梅
子
さ
ん
▽
佐
々
木

康
政
さ
ん
▽
柳
澤
慶
子
さ
ん
▽
上
澤

田
睦
さ
ん
▽
久
保
田
数
彦
さ
ん
▽
木

村
基
さ
ん
▽
萱
元
ト
シ
子
さ
ん
▽
喜

多
見
松
子
さ
ん
▽
松
倉
ハ
ナ
ヨ
さ
ん

▽
飯
田
理
さ
ん
▽
田
中
義
啓
さ
ん

　
　
界
の
貴
重
な
自
然
遺
産
を
保
全

　
　
し
、
教
育
や
地
域
振
興
に
活
用

し
よ
う
と
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
支
援
し
て
い
る
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
遺
産
）
に
、

「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な

ど
３
地
域
が
国
内
候
補
地
と
し
て
、

10
月
20
日
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
世
界
18
カ

国
、
57
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す
が
、

国
内
の
登
録
地
域
は
な
く
、
同
委
員

会
は
、
12
月
下
旬
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
申
請
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
と
似
て
い
ま
す
が
、
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
ガ
イ
ド
と
い
っ
し
ょ

に
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
な
ど
、
観
光
と
結
び
つ

け
や
す
く
な
っ
て
い
て
、
地
域
づ
く

り
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　
　
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
法

律
第
94
号
）
第
3
条
第
1
項
及
び
第

22
条
第
1
項
に
基
づ
き
平
成
20
年
度

に
算
定
し
た
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

世

　地層、岩石、地形、火山、断層

など地球に関わる自然遺産、つま

り大地の遺産をふくむ公園です。

　大地の遺産を保全するとともに、

研究・教育・普及に生かし、新た

な観光資源として生かし地域振興

を図ります。

　ジオは地球を意味します。足元

の大地は、生態系も違うし、人の

文化や伝統も異なります。日本は

地震・火山が多い変動帯で、変動

帯に適応した文化を築いてきまし

た。

　豊富で質のいい地下水を使った

豆腐、日本酒などの食べ物、急峻

な地形に適応した棚田などはその

一例です。

ジオパークとは…ジオパークとは…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※　各比率の「―」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

（単位：％）

（単位：％）

区　　　　分�     比　率    早期健全化基準�  財政再生基準
実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－

－

2 9 . 9

2 3 0 . 7

1 5 . 0 0

2 0 . 0 0

2 5 . 0

3 5 0 . 0

2 0 . 0 0

4 0 . 0 0

3 5 . 0

水  道  事  業  会  計

公共下水道事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

会 　 　 計 　 　 名 � 　 　  比 　 　 率     経営健全化基準

－

－

－

2 0 . 0

2 0 . 0

2 0 . 0

地１．健全化判断比率

２．資金不足比率　　　

洞爺湖有珠山
ジオパーク

世界ジオパークの
国内候補地に決定

財
政
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
の

公
表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※　各比率の「―」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

洞爺湖有珠山
ジオパーク

世界ジオパークの
国内候補地に決定

現地を視察する日本ジオパーク委員会委員ら現地を視察する日本ジオパーク委員会委員ら
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域
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を

　
　
め
ざ
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全

国
大
会
「
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

会
in
洞
爺
湖
」
（
主
催
同
実
行
委
員

会
＝
委
員
長
菊
谷
秀
吉
伊
達
市
長
）

が
、
10
月
3
日
～
5
日
の
3
日
間
洞

爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
し

て
道
内
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
後
の
地
域
観
光
の
あ
り

方
を
考
え
よ
う
と
洞
爺
湖
周
辺
の
４

市
町
村
や
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
が
実
行
委
員
会
を
作
り
主
催
し
た

も
の
で
、
全
国
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
専
門
家
、
学
者
、
自
治
体
関
係

者
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
、
火
山

や
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た
こ
れ
か

ら
の
観
光
の
あ
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
石
森
秀
三
北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の

基
調
講
演
「
次
世
代
が
拓
く
地
域
の

未
来
」
と
敷
田
麻
実
氏
（
北
海
道
大

学
教
授
）
を
コ
ー
デ
ネ
ー
タ
ー
に
、

来
栖
正
光
氏
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ト

ー
ヤ
専
務
取
締
役
）
、
若
狭
孝
司
氏

（
ワ
カ
サ
リ
ゾ
ー
ト
㈱
常
務
取
締
役
）、

三
松
三
郎
氏
（
三
松
正
夫
記
念
館
館

長
）
、
岡
田
弘
氏
（
北
海
道
大
学
名

誉
教
授
）
、
小
川
裕
司
氏
（
㈱
洞
爺

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）
の

５
人
に
よ
る
「
洞
爺
湖
の
資
源
価
値

を
活
か
す
観
光
と
は
何
か
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、「
昭
和
新
山
と
有
珠
山

コ
ー
ス
」「
洞
爺
湖
展
望
と
果
樹
園
コ

ー
ス
」「
財
田
・
田
園
と
湖
畔
を
巡
る
コ

ー
ス
」「
伊
達
・
開
拓
の
歴
史
と
文
化
を

た
ど
る
コ
ー
ス
」「
豊
浦
・
噴
火
湾
海
の

恵
の
コ
ー
ス
」
の
五
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
大
会
参
加
者
が
、
ツ
ア

ー
体
験
。
最
後
に
、
全
体
で
報
告
会

を
行
い
、
具
体
的
に
ツ
ア
ー
の
評
価

を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
２
日
間
の
内
容
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
「
火
山
は
資
源
。
ど

う
活
か
す
か
」
「
持
続
可
能
な
資
源

の
保
存
と
活
用
を
考
え
る
」
「
北
海

道
式
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
」「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
課
題
」
「
先
住
民
族
と
エ
コ
ツ
ア

ー
」「
温
泉
学
と
エ
コ
ツ
ア
ー
」の
六

つ
の
分
化
会
を
行
い
、
専
門
家
や
地

元
関
係
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
今
後

の
観
光
の
あ
り
方
な
ど
を
具
体
的
な

体
験
や
活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
や

地
域
住
民
と
活
発
な
論
議
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
分
科
会
の
報
告
を
受

け
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
高
梨
理

事
が
「
地
域
固
有
の
資
源
を
継
続
可

能
な
観
光
と
し
て
活
用
し
、
そ
れ
を

地
域
の
振
興
に
向
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
、
洞
爺
湖
に

関
し
て
も
「
国
内
が
難
し
い
か
ら
海

外
か
ら
呼
べ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
考
え
で
は
な
く
、
洞
爺
湖
な
ら

で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
ホ
テ
ル
の

囲
い
込
み
観
光
で
は
な
く
地
域
全
体

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
と
い
う
発
想

が
必
要
だ
」
と
苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
地
域
住
民
が
自
分
達

の
良
さ
を
、
観
光
資
源
を
、
見
直
す

事
が
大
事
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

培
う
風
土
を
作
ろ
う
」
と
総
括
し
て

３
日
間
の
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

自らの地域資源を育てる

風土を作ろう

自らの地域資源を育てる

風土を作ろう

全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会

　
　
　
　
　
in
洞
爺
湖
開
く

地

洞爺湖を眼下に季節はずれの色あざやかなたんぽぽ畑を下りる
（財田・田園と湖畔を巡るコース）

洞爺湖を眼下に季節はずれの色あざやかなたんぽぽ畑を下りる
（財田・田園と湖畔を巡るコース）



燃やせるごみ１０ 
燃やせないごみ４０  ・２０  ・１０ 
ごみ処理券

７

旧虻田町・旧洞爺村指定ごみ袋を
　　　　　　　　　　　　　　一時的に販売します！
旧虻田町・旧洞爺村指定ごみ袋を
　　　　　　　　　　　　　　一時的に販売します！

　町村合併に伴い、新「洞爺湖町指定ごみ袋」を使用していただいておりますが、合併以前に
作成した旧町村名の印刷された指定ごみ袋の一部が残っていることから、12月１日（月）より
指定ごみ袋取扱店にて販売いたします。
　新旧のゴミ袋が混在して販売されることになりますが、旧ごみ袋は通常どおり回収いたしま
すので、みなさんのご理解・ご協力をお願いします。

○販売する旧町村のゴミ袋の種類　※旧町村区域内でのみご使用ください。

旧虻田町　　　　　　　　旧洞爺村

燃やせるごみ２０　・１０
燃やせないごみ４０　

種類

野良犬・野良猫に
　　　むやみにエサをあたえないで。。。

　「おなかをすかせている野
良犬・野良猫にエサをあげ
たい」という気持ちは人とし
て誰もがもっている大切な
気持ちでしょう。

　安易な気持ちでエサを与え
た結果、不幸な犬や猫をどん
どん増やしてしまうということ
につながり かねません。

　エサを与える場合には、周り の人に迷惑をかける
ことがないように、ふんの始末や係留するなど適切
な飼育をしましょう。

おしゃれなプランター
　　　いただきました！

　 ウ ィメンズネット ワーク洞爺湖（青木佐
智子会長）より 、サミット 期間中に虻田洞
爺湖インターチェンジに設置していたワイ
ン樽を利用したプランター２０基を寄贈し
ていただきました。
来年度以
降町内の
花いっぱい
運動などの
植栽事業
に利用させ
ていただき
ます。

　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動しています。
　美しい洞爺湖の自然や道路、公園など地域の公共の場をみなさんの手で
きれいにしてみませんか？

【登録状況】○個人22名○ 団体1団体（48 名）（10 月2 日現在）
※登録は引き続き受け付けています。

生活環境課（   ７４－３００６）



　
　
覚
の
秋
を
楽
し
む
「
月
浦
ワ
イ 
 

 
 

ン
ま
つ
り
2
0
0
8
」
が
、
10

月
12
日
グ
リ
ン
ス
テ
イ
キ
ャ
ン
プ
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
と
き
よ
り
強
い
風
が
吹
き
、
肌
寒

さ
を
感
じ
る
天
候
で
し
た
が
、
多
く

の
人
が
訪
れ
、
ワ
イ
ン
と
豚
肉
と
い

う
定
番
の
組
合
せ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
町
民
や
観
光
客
ら
は
、
バ
ー
べ
キ

ュ
ー
だ
け
で
な
く
、
会
場
に
設
置
さ

れ
た
、
月
浦
地
域
で
生
産
さ
れ
た
野

菜
、
果
物
な
ど
の
露
店
に
も
多
く
繰

出
し
、
収
穫
の
秋
も
同
時
に
楽
し
み

ま
し
た
。

味覚、収穫の秋を堪能
月浦ワインまつり 2008

　
　
年
も
2
0
0
8
総
合
文
化
祭 
 

 
 

（
主
催
洞
爺
湖
文
化
団
体
協
議

会
＝
越
前
谷
邦
夫
会
長
）
が
、
開
か

れ
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
虻
田
支
部
で
は
、
10
月
18
日
筝
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
会
が
あ
ぶ
た
ふ

れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
た
の
を

か
わ
き
り
に
、
25
日
、
26
日
の
両
日

は
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
発
表
会
が
同

じ
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
11
月
1
日
～
3
日
ま
で
は
、
母
と

子
の
舘
で
展
示
部
門
の
発
表
が
行
わ

れ
、
両
部
門
と
も
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
洞
爺
支
部
で
は
、
11
月
23
日
洞
爺

総
合
セ
ン
タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
で
の
発

表
会
が
開
か
れ
ま
す
。

芸術の秋　文化の花開く
文協2008総合文化祭開催

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

味

　
　
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
期
間
中

 
 

首
脳
夫
人
ら
が
記
念
植
樹
し
た

新
種
の
松
「
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
」
の

苗
木
の
定
植
が
、
10
月
15
日
噴
火
湾

記
念
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
樹
は
、
Ｇ
８
首
脳
夫
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
夫
人
ら
と
地
元
小

学
生
が
10
本
植
樹
し
た
う
ち
の
一
本

で
、
一
旦
道
立
林
業
試
験
場
で
保
管

さ
れ
、
希
望
す
る
市
町
村
に
贈
ら
れ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
長
崎
町
長
と

夫
人
ら
の
植
樹
に
も
参
加
し
た
虻
田

小
6
年
、
山
崎
有
紀
さ
ん
と
温
泉
小

6
年
、
竹
澤
翔
く
ん
が
、
い
っ
し
ょ

に
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

大きな成長を願い
サミット記念のマツ植樹

スポーツの秋を満喫
とうや湖スポーツまつり2008

体

今

　
　
育
の
日
の
恒
例
行
事
、
と
う
や 
 

 
 

湖
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
2
0
0
8

（
主
催
と
う
や
湖
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

実
行
委
員
会
）
が
10
月
13
日
母
と
子

の
舘
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
約
1
0
0
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
1
部
と
第
2
部
に
分

か
れ
、
第
１
部
で
は
、
健
康
マ
ラ
ソ

ン
、
フ
リ
ス
ビ
ー
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ア

ウ
ト
の
個
人
種
目
と
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク

や
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
の
団
体
種
目

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
玉
入
れ
、
長
な
わ

と
び
、
大
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
い
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

北

ワインとバーベキューを楽しむ来場者ワインとバーベキューを楽しむ来場者ユニホックの競技に熱中する子どもらユニホックの競技に熱中する子どもら

賑う総合文化祭賑う総合文化祭
大きく育つことを願って植樹する

長崎町長と児童代表
大きく育つことを願って植樹する

長崎町長と児童代表

８



９

　
　
３
回
洞
爺
湖
町
高
齢
者
運
動
会

　
　
（
主
催
同
実
行
委
員
会
）
が
10

月
20
日
あ
ぶ
た
体
育
館
で
、
2
2
0

人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　
鈴
木
正
直
委
員
長
が
「
元
気
に
楽

し
い
運
動
会
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
競
技
開
始
。

4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
大
玉
こ

ろ
が
し
」
や
「
お
そ
う
じ
リ
レ
ー
」

な
ど
の
種
目
で
競
い
あ
い
、
日
ご
ろ

の
運
動
不
足
の
解
消
と
仲
間
と
の
交

流
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行

わ
れ
た
、
本
町
、
入
江
保
育
所
の
園

児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
遊
戯
に
、
お

年
寄
り
達
は
、
目
を
細
め
て
い
ま
し

た
。

お年寄りハッスル
第３回洞爺湖町高齢者運動会

地域に根ざした地道な活動
ななかまどの会ボランティアの夕べ開く

　
　
月
18
日
　
教
育
委
員
会
と
健
康

　
　
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
主
催
し

て
、
洞
爺
地
区
の
高
台
に
あ
る
文
化

財
を
バ
ス
徒
歩
で
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
開
か
れ
、
約
35
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
道
の
駅
洞
爺
湖
に
集
合
し
、

バ
ス
で
成
香
の
馬
頭
観
世
音
碑
、
旧

二
ナ
ル
カ
地
域
を
巡
り
ま
し
た
。
そ

の
後
成
香
神
社
か
ら
は
、
徒
歩
に
移

り
、
成
香
の
開
拓
記
念
碑
、
香
川
神

社
、
香
川
小
学
校
跡
を
歩
き
、
開
拓

の
つ
め
跡
を
学
び
ま
し
た
。

　
各
地
点
で
は
、
説
明
の
他
に
地
名

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
そ

れ
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
全
行
程
を
歩
き
貫
き
ま

し
た
。

洞爺地区の高台を歩く
開拓の歴史を探るウォークラリー

　
　
月
30
、
31
日
の
両
日
、
第
21
期

　
　
竜
王
戦
7
番
勝
負
の
第
２
局
が
、

洞
爺
湖
温
泉
の
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ

ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
、
渡

辺
明
竜
王
と
羽
生
善
治
名
人
の
行
き

詰
ま
る
攻
防
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
期
連
続
を
目
指
す
渡
辺
竜
王
と

通
算
7
期
が
か
か
る
羽
生
名
人
と
の

戦
い
と
あ
っ
て
、
道
内
だ
け
で
な
く

道
外
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
勝
敗

を
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
り
ま
し
た
。

　
結
果
羽
生
名
人
が
勝
利
を
収
め
、

2
連
勝
と
な
り
、
有
利
な
展
開
と
な

り
ま
し
た
。

洞爺湖町で竜王戦開催
羽生善治名人勝利

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

10

「
ア
　
　
フ
タ
ー
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
　
第

　
　
３
回
な
な
か
ま
ど
の
夕
べ
」（
主

催
な
な
か
ま
ど
の
会
＝
坂
井
千
枝
会

長
）
が
、
10
月
24
日
洞
爺
湖
文
化
セ

ン
タ
ー
で
約
1
0
0
人
の
町
民
ら
が

参
加
し
て
開
か
れ
、
生
バ
ン
ド
で
の

ダ
ン
ス
大
会
に
、
楽
し
い
夜
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
会
に
先
立
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
振

興
基
金
と
な
な
か
ま
ど
文
庫
に
対
し

て
寄
付
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
大
久
保
社
会
福
祉
協
議
会
副

会
長
と
吉
田
副
町
長
に
、
そ
の
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
壮
瞥
高
校
生
が
育
て

た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
や
壮
瞥
産
の
リ

ン
ゴ
な
ど
が
格
安
で
バ
ザ
ー
と
し
て

販
売
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
来
場
者
の
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。

第

10

保育園児の遊戯に
目を細めるお年寄り
保育園児の遊戯に
目を細めるお年寄りプロのダンサーに見入る参加者プロのダンサーに見入る参加者

説明に聞き入る参加者説明に聞き入る参加者前夜祭で花束を受ける羽生名人(左)と渡辺竜王前夜祭で花束を受ける羽生名人(左)と渡辺竜王



  洞爺湖町では12月から来春まで、札幌医科大学の協力を得
て、70歳以上の方を対象に、「自宅でできる簡単な運動」や
「正しい食習慣」など自宅で元気に過ごすために必要な体力
づくり教室を行います。多くの方の参加をお待ちしています。
■対象者　町内に住む70歳以上の方。ただし、介護保険のサ
          ービス（デイサービス、デイケアなど）を利用し
          ている方を除きます。
■会　場　（初回のみ）虻田地区：健康福祉センター、洞爺
          地区：洞爺総合センター
          希望者は会場まで送迎いたします。
■内　容　12月上旬に各会場にて健康・体力チェック（運動
          機能検査、血液検査など）を行った後、理学療法
          士による運動の指導、栄養士によ
          る食生活の指導を行います。その
          後、自宅で１日１０分程度の運動
          を続けていただき、春に再度健康
          ・体力チェックを行います。
■料　金　無料
■申　込　11月26日までに地域包括支援セン
          ター（　76‐4822）へ。

　
　
国
保
か
ら
督
促
状
・
催
告
状
が 
 

 
 

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

②
保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く
な

り
ま
す
。
（
当
町
の
場
合
、
通
常
の

有
効
期
間
１
年
が
３
カ
月
と
短
く
な

り
ま
す
。
）

 

『
短
期
被
保
険
者
証
』
～
保
険
税

の
滞
納
が
１
年
未
満
の
場
合
、
国
保

か
ら
交
付
さ
れ
る
有
効
期
間
の
短
い

保
険
者
証
で
す
。
そ
の
た
め
、
頻
繁

に
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
そ

の
つ
ど
保
険
税
の
納
付
を
求
め
ら
れ

ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③
保
険
証
は
返
却
し
て
い
た
だ
き
、

か
わ
り
に
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
（
医
療
費
の
負
担
は
い
っ
た

ん
全
額
負
担
と
な
り
、
後
日
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
本
来
の
自
己
負
担
分

を
差
し
引
い
て
国
保
か
ら
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
被
保
険
者
資
格
証
明
書
』
～
１

年
以
上
滞
納
す
る
と
交
付
さ
れ
、
国

保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
だ
け
の
も
の
で
、
保
険
証
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
受
診
券
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④
保
険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。
（
高
額
療
養
費
、
出
産
一

時
金
な
ど
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険

給
付
額
が
滞
納
保
険
税
に
充
て
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑤
さ
ら
に
滞
納
す
る
と
財
産
の
差

し
押
さ
え
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
保
険
証
の
再
発
行
を
受
け
る
に

は
　
・
滞
納
し
て
い
る
保
険
税
を
す

べ
て
納
め
た
場
合 
 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
滞
納
の
事
情
が
国
保
に
認
め
ら
れ

た
場
合

 

※
保
険
税
の
納
付
が
特
別
な
事
情

に
よ
り
困
難
な
場
合
は
早
め
に
役
場

国
保
の
窓
口
で
相
談
し
て
下
さ
い
。

 

国
保
税
の
滞
納
は
、
医
療
費
の
補

助
・
支
払
い
に
支
障
を
き
た
し
給
付

が
と
ど
こ
お
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の

た
め
、
国
保
制
度
の
健
全
な
運
営
の

た
め
に
保
険
税
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

問
合
せ
　
住
民
課
国
保
医
療
係

（
　
74
‐
3
0
0
2
）

10

① 国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
な
理
由
も
な
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 

納
め
ず
に
い
る
と

70歳からはじめよう！　
      冬場の筋力・体力づくり参加者募集

　町では、福祉医療対象者の負担軽減を図るこ
とから、重度心身障害者、ひとり親家庭及び乳
幼児の方などの医療費に対して自己負担額の一
部を助成しています。
　高額な医療費が発生した場合については、高
額療養費を福祉医療の受給者が加入する各保険
者が負担する仕組みとなっていて、町は各保険
者に請求をしなければならないところ、この請
求事務がなされていませんでした。
　未請求額が判明できるのは、平成15年度以降
からのもので、町監査委員特別監査により、保
有している台帳等からの確認作業を行っていま
す。なお、未請求額のうち、請求可能なものに
ついては、請求手続きを終了しています。
　発生した要因、対策などについて、庁内での
調査委員会を設置し調査を行ったほか、事務事
業を総点検し再発防止に取組んでいくことに致
しました。
　今回の事務処理にあたり、マスコミでも報道
されるなど町民の方々にご迷惑をお掛けいたし
ましたが、行政の信頼回復のためにも適切な事
務執行に努めていきます。

高額療養費の未請求について

　住民課　７４－３００２



住民課戸籍年金係　　74‐3002

　
　
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て 
 

 
 

欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

し
か
し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会
問

題
に
な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う
な

問
題
も
含
め
て
年
金
制
度
全
体
に
つ

い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
近

で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
1２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

号
会
議
室

　
※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
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わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
月
定
例
会

残
暑
来
し
子
等
に
家
中
ほ
て
り
出
す
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

叢
の
ほ
ぼ
閉
ま
り
て
天
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

詞
を
書
け
ば
蟋
蟀
う
た
う
今
宵
か
な
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

豊
の
秋
車
中
に
得
た
る
旅
の
連
れ
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

株
安
の
世
界
を
走
る
夜
寒
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

秋
あ
ら
し
地
軸
揺
る
が
せ
吹
き
募
る
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

ひ
た
む
き
に
生
き
し
戦
後
や
秋
の
薔
薇
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し く
さ
む
ら

し
ず

つ
の

き

は

こ

老

…そこが知りたい
年金年金　国民年金保険料について社会保険料控除の適

用を受ける場合には、「領収書」または「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付
が義務付けられています。
　平成20年中に国民年金保険料を納付された方
には、控除証明書が１１月または翌年２月に送
付されます。年末調整や確定申告の際には、控
除証明書や領収書が必要となりますので、大切
に保管して下さい。
  ●11月に送付される方　～平成20年１月１日
から平成20年９月30日までの間に国民年金の保
険料を納付された方。
　●翌年２月に送付される方～平成20年10月１
日から1２月31日までの間に今年初めて国民年
金の保険料を納付された方。
（※１１月に送付された場合は、翌年２月には
送付されません。）
　◆「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」に記載されている月分以外の保険料を12月
31日までの間に納付した場合、今年分として申
告ができます。「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」に記載されている保険料額に、後
から添付した保険料額を合算して申告してくだ
さい。なお、後から添付した保険料分の「領収
書」も添付する必要があります。
  ◆世帯主又は配偶者としてご家族の国民年金
保険料を納付された場合は、納付した方がその
保険料を申告することができます。

「社会保険料（国民年金保険料）
 控除証明書」が送付されます

十
二
年
も
走
り
続
け
し
娘
の
車

　
　
　
解
体
き
ま
り
日
孫
と
見
送
る
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

窓
に
掛
る
蜘
蛛
の
網
目
に
朝
露
は

　
　
　
真
珠
の
如
き
か
が
や
き
を
見
す
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

朝
毎
に
紅
葉
の
色
は
深
ま
り
ぬ

　
　
　
高
き
峠
は
雪
降
る
予
報
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

赤
き
羽
根
胸
に
飾
ら
れ
う
す
笑
い

　
　
　
老
い
の
足
ど
り
ス
ー
パ
ー
に
向
ふ
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

群
れ
す
ず
め
落
穂
ひ
ろ
い
に
余
念
な
く

　
　
　
稲
束
積
み
し
車
か
が
や
く
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

秋
日
和
今
日
の
い
の
ち
を
温
め
て

　
　
　
報
恩
講
え
参
り
て
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

草
に
鳴
く
虫
の
透
く
音
に
お
び
か
れ
て

　
　
　
わ
が
影
と
行
く
月
光
の
径
　
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

五
稜
郭
の
石
垣
に
咲
く
野
紺
菊

　
　
　
除
草
機
を
ま
ぬ
が
れ
丈
を
伸
ば
せ
り
　
　
　
大
　
高
　
国
太
郎

街
路
樹
の
落
葉
は
車
道
に
歩
道
に
も

　
　
　
色
う
つ
き
し
き
紅
草
散
り
舞
ふ
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

咲
き
残
る
待
ち
宵
草
の
原
越
え
て

　
　
　
出
で
ゆ
く
漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

こ
う
ろ
ぎ

年
金
事
務
相
談
所
開
設
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朝
晩
の
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節

を
向
か
え
、
ご
家
庭
で
は
暖
房
器
具

が
フ
ル
に
活
動
さ
れ
て
い
る
と
お
も

い
ま
す
が
、
「
高
齢
者
住
宅
か
ら
の

出
火
防
止
」
と
し
て
、
次
の
点
に
十

分
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

　
①
暖
房
器
具
の
周
り
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
近
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
又
は

身
内
の
方
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

も
の
の
、
自
室
で
移
動
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
し
て
い
る
方
は
、
誤
っ
て
ツ
マ

づ
き
ス
ト
ー
ブ
を
転
倒
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
室
内
の
整
理
整
頓

を常
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
③
移
動
ス
ト
ー
ブ
の
場
合
、
「
燃

料
の
給
油
時
」
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を

一
旦
消
火
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
④
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
と
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
厚
着
を
し
て
し
ま

う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
厚
着
を
し

て
い
ま
す
と
、
熱
が
中
々
肌
に
伝
わ

り
難
く
、
特
に
炊
事
な
ど
の
作
業
時

に
は
ス
ト
ー
ブ
に
接
近
し
過
ぎ
て
も

厚
着
に
よ
っ
て
鈍
感
に
な
り
、
着
衣

着
火
の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
を
し

て
下
さ
い
。
物
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
良
い
の
で
す
が
、
包
装
紙
や
空
き

箱
な
ど
、
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
中

々
捨
て
ら
れ
ず
、
家
の
中
に
し
ま
い

込
ん
で
い
る
家
庭
が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
た
時
、
あ
っ
と
ゆ

う
間
に
火
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
整
理
整
頓
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
洞
爺
湖
消
防
署(

瓶
子
　
滋
署
長)

の
民
間
防
火
組
織
で
あ
る
洞
爺
湖
町

防
火
協
会(

市
川
友
義
会
長)

、
入
江

４
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ(

高
木
明
美

会
長)

、
温
泉
１
区
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ(

越
後
節
子
会
長)

、
温
泉
３
区
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ(

坂
井
千
枝
会
長)

の

４
団
体
に
よ
る
初
め
て
の
合
同
の
親

睦
防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
９

月
28
日(

日)

洞
爺
湖
町
夕
日
が
丘
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
総
勢
45
名
の
参
加
が
あ

り
、
好
プ
レ
ー
と
珍
プ
レ
ー
の
連
続

で
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
食
事
会
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
か

ら
「
来
年
も
合
同
で
開
催
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
出
さ
れ
、
楽
し
く

団
体
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
　
東
出
可
津
子
／
準
優
勝
　
酒

井
祥
子
／
３
位
　
高
木
明
美(

全
て

入
江
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん)

　
青
空
が
広
が
っ
た
秋
晴
れ
の
も
と
、

洞
爺
湖
消
防
団
（
寺
島
　

勉
団
長
）
は
、
10
月
21

日(

火)

、
「
秋
の
火
災

予
防
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
「
ふ
る
里
の
丘

総
合
福
祉
館
」
で
秋
季

消
防
演
習
を
行
い
ま
し

た
。

　
出
動
車
両
12
台
、
消
防
団
員
及
び

職
員
（
洞
爺
湖
・
伊
達
消
防
署
、
豊

浦
・
壮
瞥
支
署
）
の
総
勢
1
0
2
名

が
参
加
。

 

「
３
階
の
居
室
か
ら
出
火
し
、
入

居
者
及
び
施
設
職
員
が
逃
げ
遅
れ
た
」

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
消
防
団
の
迅

速
な
消
火
活
動
と
、
救
助
隊
の
梯
子

車
を
使
っ
て
人
命
救
助
、
救
急
隊
員

に
よ
る
応
急
処
置
か
ら
救
急
車
で
の

病
院
搬
送
の
至
る
ま
で
、
本
番
さ
な

が
ら
演
習
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
14
日(

火)

に
入
江
保
育
所(

小

林
茂
美
所
長)

と
10
月
16
日(

木)

、
に

本
町
保
育
所(

岡
部
恵
子
所
長)

に
お

い
て
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 

園
児
達
は
、
突
然
の
大
き
な
ベ
ル

の
音
に
驚
き
な
が
ら
も
口
に
手
を
当

て
、
落
ち
着
い
て
先
生
に
寄
り
添
い
、

安
全
な
場
所
へ
と
無
事
避
難
を
行
い

ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
終
了
後
、
年
長
組
の
園

児
が
、
消
防
防
火
服
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
身
に
ま
と
い
、
ホ
ー
ス
を
小
脇
に

抱
え
て
標
的
に
向
か
っ
て
放
水
の
実

演
に
挑
戦
。
こ
の
日
、
立
派
な
「
ち

び
っ
子
消
防
士
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

消
防
だ
よ
り

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)・『火災・救急・救助119番』

11
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
高
齢
者
の
焼
死
防
止
」

　
統
一
標
語

「
火
の
し
ま
つ
　

 
 
 

君
が
し
な
く
て
　

 
 
 
 
 
 
 

誰
が
す
る
」

９
月
の

●
火
災
件
数
　
１
件

●
救
急
件
数
　
43
件

　
高
齢
者
宅
に
お
け
る
暖
房
器
具

か
ら
の
出
火
防
止

　
合
同
親
睦
防
火
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催

　
洞
爺
湖
消
防
団
の
秋
季
演
習
が

行
わ
れ
る

　
入
江
・
本
町
保
育
所
で
避
難
訓

練
を
行
う

合同親睦防火パークゴルフ大会合同親睦防火パークゴルフ大会

本番さながらの秋季演習本番さながらの秋季演習

重そうにホースを持つ
ちびっ子消防隊

重そうにホースを持つ
ちびっ子消防隊
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達
市
と
西
胆
振
消
防
組
合
の
再

　
　
編
時
の
合
意
に
基
づ
く
、
消
防

経
費
の
負
担
に
つ
い
て
の
協
議
に
際

し
て
、
西
胆
振
消
防
組
合
の
消
防
体

制
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
平

成
24
年
度
を
目
標
と
す
る
西
胆
振
消

防
組
合
消
防
体
制
等
計
画
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
本
計
画
の
消
防
署
所
等
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
伊
達
市
に
消
防
署
を
置

き
、
消
防
支
署
を
構
成
町
に
、
伊
達

市
大
滝
区
、
黄
金
地
区
及
び
洞
爺
湖

町
洞
爺
町
に
出
張
所
を
置
く
、
1
消

防
署
、
3
消
防
支
署
、
3
出
張
所
の

体
制
と
す
る
計
画
で
す
。

　
洞
爺
湖
消
防
署
は
、
平
成
24
年
度

に
洞
爺
湖
消
防
署
と
洞
爺
湖
温
泉
分

署
を
統
合
し
て
、
洞
爺
湖
支
署
に
、

洞
爺
支
署
を
洞
爺
出
張
所
と
す
る
計

画
で
す
が
、
消
防
を
取
巻
く
環
境
が

著
し
く
進
展
す
る
な
か
、
平
成
20
年

３
月
に
北
海
道
消
防
広
域
化
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
、
更
な
る
西
胆
振
圏

域
の
消
防
広
域
化
の
協
議
や
広
域
消

防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
、
消
防
指

令
業
務
の
共
同
運
用
等
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
更
に
本
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
消
防
広
域
化
推
進

計
画
に
つ
い
て
も
平
成
24
年
度
ま
で

を
目
途
に
進
め
る
も
の
で
、
西
胆
振

圏
域
に
お
い
て
は
室
蘭
市
消
防
、
登

別
市
消
防
及
び
西
胆
消
防
組
合
の
広

域
化
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
で

す
が
、
今
後
、
市
町
及
び
消
防
関
係

者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
、
ご
意
見
を
お
聞
き
き
し
な

が
ら
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
北
海
道
消
防
広
域
化
推
進

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

伊

西
胆
振
消
防
組
合

　
消
防
体
制
等
計
画

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

詳
し
く
は
　
企
画
防
災
課
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
74
ー
3
0
0
4

〈はじめに〉
　平成１８年６月に改正された「消防組織法」及び、
７月に告示された消防の広域化に関する「基本方針」
において、各都道府県は、自主的な市町村の消防の広
域化の推進及び広域化後の消防の円滑な運営の確保等
に関する「推進計画」を平成１９年度中に定めること
とされました。
　北海道においては、「北海道消防広域化推進計画」
策定に向けて、消防機関の代表、市長会、町村会及び
道で構成する「北海道消防広域化等検討委員会」で検
討、協議を進めるとともに、消防機関、市町村及び広
く道民の意見を聞き、本計画をまとめました。
〈消防行政の現況〉
　消防は、複雑多様化や大規模化する災害等から地域
住民の生命及び財産を守るため、様々な社会環境の変
化に適切に対応できる体制を整備・確立することが求
められています。しかし、一般的に小規模消防本部は
災害発生時の動員が十分であるとはいえない場合があ
るほか、増加する救急需要に対する適切な対応や、よ
り一層高度化・専門化する予防業務への対応などが困
難な状況となっています。
〈本道消防の課題〉
　消防職員の充足率は、規模の小さい消防本部ほど低
くなっており、業務の遂行、消防車両等は消防ポンプ
車など整備は進んでいるが、小規模な消防本部では財
政規模が小さく化学消防車、救急工作車などの高価な
質機材の導入が困難な状況や消防職員の高齢化など課
題となっています。
〈消防広域化の必要性〉
　消防需要は、社会経済の進展等により大きく変化、

北海道消防広域化推進計画（概要）
拡大しており、将来においても更の増大することが予
想され、住民が安全で安心して生活できる環境整備を
していくためには、今後とも消防体制の充実強化を図
り、質の高い消防サービスを提供できる体制を目指す
必要があります。
　このことから行財政上の様々なスケールメリットを
活かすことにより、効果的に消防体制の充実強化が可
能となる消防の広域化を推進するものです。
〈消防広域化の期間〉
　広域化の対象となる市町村において広域消防運営計
画を作成する等、広域化に向けた取り組みを行い、平
成２４年度までを目途に広域化の実現に努めることと
なります。
〈消防広域化を進めることが望ましい組合せ〉
　国の基本的な考え方（管轄人口からおおむね３０万
人以上の規模を一つの目標）に基づき、将来的にはよ
り一層の広域化を進めることが望まれます。
しかしながら、本道は、広大な面積を有し、人口密度
や市街地間の距離などの地理的条件に関して他府県に
はない特徴を有しており、他府県同様に広域化を進め
るには限界があることや、広域化は平成２４年度まで
の５年間を目途に実現させる必要があることから、消
防業務のうち、出動件数の４割以上を占め、今後とも
高齢化の進展に伴い、特に需要の増大が予想される救
急業務に深く関連する、第二次保健医療福祉圏の２１
圏域を基本として、全道現在ある６８消防本部体制を
２１の消防本部とするものです。
〈計画の変更〉
　道においては、消防を取巻く社会情勢の変化や、各
地域における広域化の進捗状況によっては、地域の意
向を尊重し、必要に応じてこの計画の検討を加え、変
更について柔軟に対応するものです。

西
胆
振
消
防
組
合

　
消
防
体
制
等
計
画

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

北海道消防広域化推進計画（概要）
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本
で
は
、
ほ
ぼ
12
月
か
ら
３
月 
 

 
 

に
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
温

度
が
低
く
乾
燥
し
た
冬
に
は
、
空
気

中
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が

長
生
き
で
き
る
こ
と
と
、
乾
燥
し
た

冷
た
い
空
気
で
喉
や
鼻
の
粘
膜
が
弱

っ
て
い
る
た
め
に
感
染
し
や
す
い
た

め
で
す
。

 

風
邪
は
、
主
な
症
状
が
喉
や
鼻
に 

出
る
の
に
対
し
、
症
状
が
全
身
に
及

ぶ
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で

す
。
軽
い
も
の
は
風
邪
と
区
別
が
つ

き
に
く
い
の
で
す
が
、
多
く
は
38
度

を
越
す
発
熱
に
、
頭
痛
や
倦
怠
感
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状

が
ほ
ぼ
１
週
間
程
度
続
き
ま
す
。 

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し

や
す
く
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
や
心

不
を
全
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

風
邪
は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
人
の
手

か
ら
手
に
移
る
「
接
触
感
染
」
で
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
や
く
し

ゃ
み
で
飛
ん
で
い
く
「
飛
沫
感
染
」

が
中
心
で
す
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
か
か
り
や
す
く
、
広
が

り
や
す
い
感
染
症
で
す
。

 

高
齢
者
、
妊
婦
、
幼
児
、
慢
性
的

に
呼
吸
器
や
心
臓
に
病
気
を
持
っ
て

い
る
人
、
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
異
常

の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

 

特
に
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
は
、

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と

も
多
く
、
ま
た
高
齢
者
は
熱
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
ら
な
い
な
ど
自
覚
症
状

が
出
に
く
い
こ
と
も
あ
り
重
症
化
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。

 

も
っ
と
も
確
実
な
予
防
は
流
行
前

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
で

す
。

 

毎
年
少
し
ず
つ
タ
イ
プ
を
変
え
て

流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
合
わ
せ
て
、

ワ
ク
チ
ン
は
作
ら
れ
て
い
る
の
で
毎

年
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

ワ
ク
チ
ン
は
効
果
が
出
る
ま
で
に

２
週
間
ほ
ど
か
か
る
の
で
流
行
が
始

ま
る
前
に
余
裕
を
持
っ
て
接
種
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
定
期
接
種

を
、
12
月
末
ま
で
町
内
及
び
伊
達
市

内
な
ど
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
自
己
負
担
が
１
，
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。
（
非
課
税
世
帯
と
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
に
な
り
ま

す
。
）
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

感
染
経
路
を
た
つ

 

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
る
・
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
・

適
度
の
湿
度
（
50
～
60
％
）
を
保

つ
・
う
が
い
、
手
洗
い
を
忘
れ
な

い
・
抵
抗
力
を
あ
げ
る
・
十
分
に
栄

養
を
摂
る
・
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

し
っ
か
り
食
べ
る
・
充
分
な
休
養
を

と
る

日

14

　
気
を
つ
け
よ
う

 
 
 
 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流

行

の

時

期

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪

 
 

（
普
通
感
冒
）
の
違
い

重
症
化
し
や
す
い
の
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

 
 

予
防
の
有
効
手
段

日
常
生
活
で
の

 
 

予
防
も
大
切
で
す

■日　時　12月19日（金）

　　　　　  13：30～16：00

■場　所　室蘭市民会館

■内　容　講　義

         「アルコール、ギャンブル

            依存症ってどんな病気？」

          講　師

          医療法人北仁会　石橋病院長

          白坂知信医師

■対象者　ギャンブル、アルコール問題

          に悩む家族

■申込方法

        　12月12日まで

　　　　　室蘭保健所精神保健福祉課

                      　0143‐24‐9847

精神保健家族学習会精神保健家族学習会精神保健家族学習会
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成
20
年
9
月
27
日
に
清
水
友
愛

　
　
の
里
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
ゆ
う
あ

い
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
前
日
の
夕
方
よ
り
雨
が
降
り
、
当

日
の
朝
も
降
っ
て
い
た
為
、
開
催
を

半
分
ほ
ど
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、
清

水
自
治
会
の
皆
様
、
洞
爺
湖
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
皆
様
、
あ
ぶ
た
福
祉

会
家
族
の
皆
様
の
協
力
の
下
、
グ
ラ

ン
ド
整
備
も
無
事
に
終
え
、
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
と
は

異
な
り
、
お
祭
り
を
強
く
イ
メ
ー
ジ

し
、
ど
な
た
で
も
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
な
内
容
と
し
て
食
べ
物
、
飲

み
物
に
つ
い
て
も
露
店
に
て
提
供
し

ま
し
た
。
食
べ
物
は
皆
さ
ん
楽
し
み

に
し
て
い
た
様
子
で
、
開
店
前
か
ら

ま
だ
か
ま
だ
か
と
並
ぶ
人
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
屋
外
で
食
べ
る
と
い
う
事

も
あ
り
、
皆
さ
ん
お
腹
一
杯
食
べ
満

喫
し
て
い
た
様
子
で
す
。

　
ま
た
、
射
的
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

輪
投
げ
、
糸
く
じ
、
わ
た
あ
め
、
お

面
な
ど
も
出
店
し
ま
し
た
。
わ
た
あ

め
作
り
は
中
々
経
験
す
る
機
会
が
少

な
い
事
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
好
評
だ
っ
た
様
子
で

し
た
。

　
催
し
物
で
は
、
小
熊
社
中
の
皆
さ

ん
に
よ
り
ま
す
、
お
琴
の
演
奏
が
あ

り
屋
内
で
聞
く
お
琴
の
音
色
と
は
一

味
違
う
、
非
常
に
優
し
い
音
色
に
心

を
癒
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
、

清
水
自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
多
数
参

加
し
、
日
頃
慣
ら
し
た
歌
声
を
披
露

し
拍
手
喝
采
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夢
豊
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

ま
す
よ
さ
こ
い
演
舞
で
は
、
迫
力
あ

る
演
舞
に
会
場
に
い
た
皆
さ
ん
が
見

惚
れ
、
最
後
に
は
会
場
全
体
が
一
体

と
な
り
音
楽
に
合
わ
せ
て
よ
さ
こ
い

を
演
舞
し
ま
し
た
。

　
ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
を
終

え
、
人
の
笑
顔
の
素
晴
ら
し
さ
、
一

つ
の
力
が
小
さ
く
て
も
そ
の
小
さ
な

力
が
多
く
集
ま
る
こ
と
で
、
難
し
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
も
可
能
に
す
る

事
が
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、
お
忙
し
い
中
、
時
間

を
惜
し
ま
ず
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、
清
水
自
治
会
の
皆
様
、
洞

爺
湖
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
皆
様
、

あ
ぶ
た
福
祉
会
家
族
の
皆
様
、
小
熊

社
中
の
皆
様
、
夢
豊
民
の
皆
様
な
ど

多
く
の
方
々
の
お
力
の
お
陰
と
心
よ

り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
支
援
者
　
Ｋ
・
Ｋ

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
い
、
平

成
20
年
9
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、

大
塚
政
幸
理
事
、
野
田
博
昭
監
事
、

斉
藤
裕
子
理
事
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
き
に
亘
り
、
あ
ぶ
た
福
祉
会
に

対
し
て
、
ご
尽
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
新
役
員
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
　
菅
原
　
康
次
　
（
再
任
）

理
　
事
　
和
田
　
孝
道
　
（
再
任
）

　
　
　
　
村
上
　
清
虎
　
（
再
任
）

　
　
　
　
上
埜
　
二
郎
　
（
再
任
）

　
　
　
　
荒
井
　
昌
彦
　
（
再
任
）

　
　
　
　
赤
川
　
龍
麿
　
（
新
任
）

　
　
　
　
福
島
　
良
一
　
（
新
任
）

監
　
事
　
新
　
　
克
夫
　
（
再
任
）

　
　
　
　
小
笠
原
栄
一
　
（
新
任
）

任
　
期
　
平
成
20
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
平
成
22
年
9
月
30
日
ま
で

　
評
議
員
（
補
欠
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
夏
目
　
興
　
市

　
　
　
　
加
藤
　
　
訓

　
　
　
　
安
住
　
八
重
子

第
16
回

平
ゆ
う
あ
い
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
終
え

役
員
紹
介



16

　
　
の
作
品
を
作
っ
た
彫
刻
家
・
砂

　
　
澤
ビ
ッ
キ
は
、
1
9
3
1
年
に

旭
川
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
の
近
く

に
は
線
路
が
走
り
、
蒸
気
機
関
車
が

「
勇
壮
な
姿
で
邁
進
」
す
る
の
を
眺

め
て
育
ち
ま
し
た
。
大
都
会
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
２
本
の
レ
ー
ル

を
ま
る
で
「
不
思
議
な
い
き
も
の
」

の
よ
う
に
感
じ
、
何
度
も
耳
を
当
て

て
は
走
り
去
っ
て
ゆ
く
汽
車
の
音
を

聞
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
冷
た
い
鉄

の
レ
ー
ル
で
さ
え
も
、
命
を
持
っ
た

「
い
き
も
の
」
の
よ
う
に
感
じ
る
独

自
の
感
覚
は
、
の
ち
に
作
り
出
さ
れ

る
彫
刻
作
品
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
樹
頭(

じ
ゅ
と
う)

（
北
の
王
の

面
）
』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
作
品

は
、
ク
ル
ミ
の
木
を
素
材
に
し
て
い

ま
す
。
上
に
伸
び
る
長
い
４
本
の
触

角
を
、
卵
の
よ
う
な
丸
み
を
帯
び
た

形
が
支
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
両
横

に
突
き
出
し
た
わ
ず
か
な
突
起
が
、

こ
の
作
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
柔

ら
か
な
中
に
も
芯
の
あ
る
姿
に
し
て

い
ま
す
。

　
深
海
を
漂
う
生
き
も
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
森
の
中
に
浮
か
ぶ
木

霊
の
姿
な
の
で
し
ょ
う
か
。
「
不
思

議
な
い
き
も
の
」
の
形
は
、
見
て
い

る
私
達
の
想
像
を
か
き
た
て
て
や
み

ま
せ
ん
。

「湖畔の美術館より」
③③

「湖畔の美術館より」

    砂澤ビッキ

　　　　「樹頭(北の王の面)」

　胆振支庁では、これまで戸建て木造住宅を対象とし
た無料耐震診断及び相談受付を支庁内で実施しており
ましたが、このほど、胆振支庁管内の各市町へも試行
的に順次受付窓口を設置することになりました。
　この取り組みの一環として、洞爺湖町での受付窓口
を次のとおり開設しますので、ぜひご活用ください。

■日　　時　11月20日（木）午前10時30分～15時30分
■会　　場　洞爺湖町役場　２階　２０１会議室
■対象住宅　・戸建て木造住宅のみ対象（Ｓ造、ＲＣ
　　　　　　造、プレハブ住宅は除く）
　　　　　　・地上２階建て以下
　　　　　　・延べ面積は５００㎡以下
　　　　　　・建設年次は特に問わない
　　　　　　・申込み者が現に戸建て住宅を所有又は
　　　　　　これに居住していること
■申込み　　建設課建築係　　74－3007

◆診断方法
（財）日本建築防災協会の診断ソフト（一般診断法）
を使用。建物状況については、建築関係図面及び申込
み者からの申告により判断する。
◆申し込みの留意事項
・費用は無料です
・事前に申込み予約が必要（電話可）
・受付時には住宅の建築確認申請書又は平面図、断面
図、仕上げ表等の現在の住宅の状況を示す関係図面全
てを必ず持参すること
・受付時には聞き取り調査や併せて住宅相談も実施
◆その他
・診断に要する関係図面は、受付時に一旦お預りとな
ります。
・診断結果は、受付後約２週間を目途に判定し、申込
み者に対して直接通知した上で耐震診断結果と共に図
面を郵送で返却いたします。

こ

樹頭（北の王の面）
じゅとう

樹頭（北の王の面）
じゅとう

砂澤ビッキが使用していた道具室砂澤ビッキが使用していた道具室

    砂澤ビッキ

　　　　「樹頭(北の王の面)」
じゅとうじゅとう
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こ
ん に ち は

社会教育です

新 刊 案 内 あぶた読書の家
11月の休館日

13日・20日
27日
12月４日

開館時間
午前10時より午後４時20分まで
（木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100

＜一　般＞▽昭和天皇第一部・第二部（福田和也）▽ひ

かりの剣（海堂尊）▽気をつけ、礼。（重松清）▽犯意

　その罪の読取り方（乃南アサ・園田寿）▽訣別の森

（末浦広海）▽宿屋めぐり（町田康）▽新太郎人情始末

帖『銀河祭りのふたり』（杉本章子）▽あとの祭り『人

間も偽装がすき』（渡辺淳一）

＜児童書＞▽キャべたまたんていシリーズ・全9巻（三

田村信行・宮本えつよし）▽ころわんとちょろわん〈黒

井健〉

■みずうみ読書の家　 75 4702

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

イベント・催し物

■期　日　1月11日（日）

■場　所　洞爺湖町役場防災研     

          修ホール

■対象者　昭和63年4月2日～平     

              成元年4月1日ま 

              でに生まれた洞   

              爺湖町出身者及

              び現在洞爺湖町

              に在住されてい

              る方など

■内　容　受付・14:00

          記念撮影・14:45       

          式典・15:00 

          祝賀会・15:30

■その他　対象者の方で案内が     

          届ていない方はご連

          絡ください。

■問合せ　教育委員会社会教育

           課（　74-3010）

■期　日　12月2日（火）・3日（水）  

          午後18時 45分～

■会　場　洞爺中学校体育館

■チーム編成

　1チーム4名

（内1名以上女性）

■申込み

　11月21日

（金）まで

■問合せ　社会教育課分室

               （　82-5111）

  このブックステーションは、

読書の家のリサイクル本を活用

し、待ち時間や、汽車の中でゆ

っくり本を読んでいただくもの

で、ご自由にお持ち帰りいただ

き、返却については自由。

  『職業体験学習』として教育

委員会の仕事を体験した、虻田

中学校2年生の生徒が作業を手伝

ってくれました。ぜひ、お気軽

にご利用ください。

祝日 24日

＜一　般＞▽訣別の森（末松広海）▽寡黙なる巨人（多

田富雄）▽草すべり（南木佳士）▽石榴ノ蠅（佐伯泰英）

▽ことばを旅する（細川護煕）▽孤児たちの城（高山文

彦）▽氷の華（天野節子）▽理性は泣いている（赤堀芳

和）▽内科からみる自立神経失調症（渡辺正樹）▽知っ

ておきたい日本の名字と家紋（武光誠）▽「古事記」の

真実（長部日出雄）▽家庭で病気を治した時代（小泉和

子）▽洞爺湖・有珠山地域の環境と資源（北海道大学博

物館編）▽仏音　最後の名僧が語る「生きる喜び」（高

瀬広居）

洞爺湖町　
成人式・成人のつどい

町内ミニバレーボール
大会を開催します

洞爺駅にブックステーション
を設置しました！！

手伝ってくれた虻中生手伝ってくれた虻中生
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本
年
度
第
4
回
目
の
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
財
産
、
家

族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
悩

み
の
問
題
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
（
相
談
に
際
し
て

は
、
具
体
的
な
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば
、

持
参
さ
れ
ま
す
と
よ
り
効
果
的
で

す
。
）

 

な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
、
11
月

26
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
　
　
時
　
11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
3
時

■
場
　
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ 
 
 
 

 
 
 
 
 

　
ン
タ
ー
　
洞
爺
湖
町 
 
 
 

 
 
 
 
 

　
本
町
58-

3

 
 
 
 
 

　（
　
76-

２
０
４
６
）

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
馬
見
州
一
先

　
　
　
　
　
　
生

■
申
込
み
　
住
民
課
住
民
係

　
　
　
　
　
　（
　
74-

３
０
０
２
）

　
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
道
民
税
・

法
人
事
業
税
の
電
子
申
告
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
エ
ル
タ

ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
北
海

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
政
府
に
よ
る
安
心
実
現
の
た
め
の

緊
急
総
合
対
策
と
し
て
高
速
道
路
の

E
T
C
時
間
帯
割
引
「
休
日
昼
間
割

引
」
を
導
入
し
、
平
日
の
「
深
夜
割

引
」
適
用
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
休
日
昼
間
割
引（
約
50
％
o
f
f
）

の
条
件

　
軽
自
動
車
な
ど
・
普
通
車
で
E
T

C
通
行
し
、
入
口
か
出
口
の
料
金
所

（
一
部
例
外
あ
り
）
を
休
日
（
土
日

祝
）
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
通

過
（
1
回
の
走
行
1
0
0
km
以
内
、

1
日
2
回
ま
で
）

◆
深
夜
割
引
の
適
用
時
間
の
拡
大

 

現
在
の
深
夜
割
引
（
毎
日
午
前
0

時
〜
4
時
40
％
）
の
時
間
を
拡
大
し
、

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
ま
で
の
午

後
10
時
〜
12
時
が
30
％
割
引
と
な
り

ま
す
。

　
Ｎ
E
X
C
O
東
日
本
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー
　
　
0
5
7
0
‐
0
2
4
‐

0
2
4

　
次
の
道
有
未
利
用
地
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
の
で
、
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
物
件
の
概
要

■
所 

在 

地
　
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖 
 

 
 
 
 
 
 
 

温
泉
１
４
４
番
１

　
　
　
　
　
　
　
５
１

■
区
分
・
地
目
　
土
地
・
雑
種
地

information

心
か
ら
お
く
や
み

　
　 
 
 

申
し
あ
げ
ま
す

故上野方巖さん
■9月 2日死去
■73歳■遺族は
志保子さん■月浦区

故篠原榮寿さん
■9月11日死去
■88歳■遺族は
アキヱさん■青2区

故菊地和一さん
■9月10日死去
■92歳■遺族は
博さん ■洞第3

故吉田はるよさん
■9月12日死去
■101歳■遺族は
誠一さん■花和区

故田中ミヤ子さん
■9月13日死去
■79歳■遺族は
亨さん ■入4区

故白鳥昭一さん
■9月18日死去
■64歳■遺族は
ゆき子さん■入1区

故佐々木ハツさん
■9月15日死去
■88歳■遺族は
博さん ■虻1区

故南出京子さん
■9月23日死去
■83歳■遺族は
正夫さん■洞第4

故野口國夫さん
■9月 1日死去
■76歳■遺族は
光子さん■清水区

故武川　猛さん
■9月24日死去
■86歳■遺族は
寛紀さん■温5区

故高橋　学さん
■9月28日死去
■36歳■遺族は
修一さん■財田

http://www.eltax.jp/

http://www.pref.hokk
aido.lg.jp/sm/zim/

無
料
法
律
相
談
の

 
 
 
 
 

お
知
ら
せ

法
人
道
民
税
・
事
業
税
の

申
告
は
　
簡
単
便
利
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

E
T
C
時
間
帯
割
引

 
 

拡
充
の
お
知
ら
せ

北
海
道
が
所
有
す
る
土
地

の
売
却
に
つ
い
て

故岡崎勝吉さん
■9月 1日死去
■79歳■遺族は
百合子さん■虻4区
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故浜中三郎さん
■9月12日死去
■80歳■遺族は
幸子さん■泉区

■
数
　
　
　
量
　
1
、
1
2
0
㎡

■
入
札
予
定
日
　
平
成
21
年
1
月
22

　
　
　
　
　
　
　
日

■
問
合
せ
先
　
　

　
北
海
道
総
務
課
財
産
運
用
グ
ル
ー

プ
　
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
５
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
不
要
に
な
っ
た
衣
類
を
使
っ
て
い

ろ
ん
な
も
の
を
作
る
リ
フ
ォ
ー
ム
講

座
。
12
月
は
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
柄
の
ポ

ー
チ
」
を
2
個
作
り
ま
す
。

■
日 

時 

〈
木
曜
コ
ー
ス
〉
　
　

　
　
　
　
　
　
12
月
4
・
18
日

　
　
　
　
　
　
10
時
～
15
時

　
　
　
　
　
〈
日
曜
コ
ー
ス
〉

　
　
　
　
　
　
12
月
7
・
21
日
　

　
　
　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場 

所
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
2
階

■
定 

員
　
各
30
名

■
参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
材
料

　
　
　
　
　
費
込
）

■
持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式
・
縫
い 

　
　
　
　
　
糸
・
し
つ
け
糸
・
も
の

　
　
　
　
　
さ
し
・
チ
ャ
コ
ペ
ン
・

　
　
　
　
　
お
弁
当
・
布

■
申
込
み
　
電
話
又
は
西
い
ぶ
り
リ

　
　
　
　
　
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
受
付

　
　
　
　
　
へ 
 

0
1
4
3-

57-
　
　
　
　
　
0
3
1
9

　
冬
期
間
の
、
お
子
様
の
遊
び
場
と
、

お
母
さ
ん
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト

ル
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
布
絵
本
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
も
あ
り
、
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
事

が
出
来
ま
す
。
今
年
も
、
沢
山
の
お

友
達
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
♪

■
開
催
期
間
　
平
成
20
年
11
月
4
日

　
　
　
　
　
　
～
平
成
21
年
4
月
28

　
　
　
　
　
　
日

■
曜
　
　
日
　
期
間
中
　
毎
週
火
・

　
　
　
　
　
　
金

■
時
　
　
間
　
10
時
～
12
時

■
料
　
　
金
　
大
人
　
1
0
0
円
　

　
　
　
　
　
　
幼
児
は
無
料
で
す
。

■
開
催
場
所
　
室
蘭
市
石
川
町
2
0

　
　
　
　
　
　
番
地
3
　
げ
ん
き
館

　
　
　
　
　
　
ペ
ト
ト
ル
2
階

■
お
問
合
せ
　
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

59-

３

　
　
　
　
　
　
４
４
３（
定
休
日
水
曜
）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
菊
地
　
貴
博
さ
ん
（
東
京
都
）
は

6
万
5
7
0
万
円

▼
若
狭
　
高
司
さ
ん
（
札
幌
市
）
は

46
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
菊
地
　
博
さ
ん
（
成
香
）
は
5
万

円▼
原
　
昌
明
さ
ん
（
財
田
）
は
20
万

円〈
寄
附
物
品
〉

▼
武
川
　
正
道
さ
ん
（
虻
1
区
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
h
t
t
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:
/
/
w
w
w
.

p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
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危　険　
　　冬の踏切りに注意！

　踏切事故は、冬期間に多く

発生していて、夏期間の約3倍

ともいわれています。

　冬期間は、圧雪や凍結で路

面がツルツルになり、スリッ

プなどでトラブルが多発しま

す。

　踏切に近づいたら路面状況

に応じ、確実に一旦停止でき

るスピードに落しましょう。

◆踏切で立ち往生したらあわ

てずにまず列車を止めてくだ

さい。

◆踏切内に閉じこめられたら、

遮断ポールを自動車などで押

し出して脱出してください。

ポールは、斜めに上がります。

　住民課交通防犯係　

　　　　　　　　74‐3002

まちづくり交付金
の事後評価
作成の公表

11月と12月は徴収強化月間です
　納期内に納付している方との公平性を保つ
ため、１１月から１２月にかけて徴収強化を
促進し、滞納町税（料）などの一掃を目指し
ます。
　町税等の納付忘れにご注意ください。また、
滞納のある方は至急納付願います。万一、全
額納付が困難な場合は必ず担当課まで来庁し
納付相談をされるようお願いします。
●こんな方は滞納処分の対象となります
・決められた期間内に納付されない方
・未納のまま放置し、納付の意思が認められ
ない方。
●滞納処分とは
・給与の差押さえ
・預金の差押さえ
・不動産の差押さえ自動車の差押など
※給与・預金等の調査は、税の性質上予告な
しに行うことがありますのでご注意ください。
　問合せ　税務財政課　74‐3003

　納期内に納付している方との公平性を保つ
ため、１１月から１２月にかけて徴収強化を
促進し、滞納町税（料）などの一掃を目指し
ます。
　町税等の納付忘れにご注意ください。また、
滞納のある方は至急納付願います。万一、全
額納付が困難な場合は必ず担当課まで来庁し
納付相談をされるようお願いします。
●こんな方は滞納処分の対象となります
・決められた期間内に納付されない方
・未納のまま放置し、納付の意思が認められ
ない方。
●滞納処分とは
・給与の差押さえ
・預金の差押さえ
・不動産の差押さえ自動車の差押など
※給与・預金等の調査は、税の性質上予告な
しに行うことがありますのでご注意ください。
　問合せ　税務財政課　　74‐3003

リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

～
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

　
　
　
始
ま
り
ま
す
～

寄
　
　
　
付

　町では、町づくり交付金制度を利用し、

平成16年度は、洞爺湖温泉地区を、同17年

度には洞爺水の駅周辺地区を、都市再生整

備計画に則って整備事業を行いました。同

制度は、事後の評価を行い、それを住民に

公開することを義務づけているため、町の

ホームページで評価の全文を掲載すること

にしましたので、ご覧ください。また観光

振興課でも全文を閲覧できます。　

　　　　　　　　観光振興課　　75‐4400

　踏切事故は、冬期間に多く

発生していて、夏期間の約3倍

ともいわれています。

　冬期間は、圧雪や凍結で路

面がツルツルになり、スリッ

プなどでトラブルが多発しま

す。

　踏切に近づいたら路面状況

に応じ、確実に一旦停止でき

るスピードに落しましょう。

◆踏切で立ち往生したらあわ

てずにまず列車を止めてくだ

さい。

◆踏切内に閉じこめられたら、

遮断ポールを自動車などで押

し出して脱出してください。

ポールは、斜めに上がります。

　住民課交通防犯係　

　　　　　　　　74‐3002
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「さわやか＆

ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

11月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞

火・木・土曜日

　　　　午後 1時～午後8時30分

日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞

 月～金曜日

　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

11月14日(金）

    18日(火）

    21日(金）

    25日(火）

    28日(金）

11月14日(金）

    28日(金）

11月21日(金）

洞爺総合支

所

健康福祉セ

ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

11月11日(火）

11月12日(水）

    13日(木）

11月20日(木）

午前10時～

12時

午前10時～

11時30分

午前10時～

11時30分

  12月の予定

◆洞爺地区健康相談/12月2日(火)・5日(金)・12日(金)

  ・16日(火)・19日(金)・26日(金)(洞爺地区)

◆フッ素塗布/12月4日(木)(健康福祉センター)

◆保育所開放/12月5日(金)・12日(金)(本町保育所)

◆乳幼児健診/12月9日(火)(洞爺ふれ愛センター)

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区

健康相談

保育所開放

親子ふれあ

い遊び

本町保育所

女性ミニ

ドック

特定・胃・
大腸・前立
線肝炎・エ
キノコック
ス症検診

乳児検診

回覧をご覧く

ださい

回覧をご覧く

ださい

受付 午後1時

～1時30分

個別通知します

健康福祉セ

ンター

人口と世帯の動き (平成20年9月30日現在)

男…… 4,986人

女…… 5,683人

計……10,669人

世帯…… 5,250世帯

月対比

(△  4)

(＋  4)

(＋  0)

(＋  9)

虻田地区

虻田地区

◆乳児検診/12月18日(木)(健康福祉センター)

◆親子ふれあい遊び/12月19日(金)(健康福祉センター)

今月のワンショット アフターサミット
今年一年の感謝をこめて
アフターサミット

今年一年の感謝をこめて
  今年はサミットも開催され、皆様方には大変お世話にな

り感謝をこめてお贈りいたします。

  日頃の嫌な事も忘れこの日は一日はグデングデンに酔っ

て天国のようなハピーな気持ちで過ごしていただきたく洞

爺湖温泉が天使のハートでおもてなしいたします。

  食べる・飲む・泊まるを貴方が選んで貴方が決める「グデ

ン・グデンヘブンツアー」

  12月7日（日）～12月11日（木）の5日

間。

  2次会込み最低¥6,000からの感

謝企画数に限りあり、11月6日～

12月3日まで申込先着順で受け

付けますので申込お早めに

（近日中にチラシで詳細をご案内します）

  主催　グデン・グデンヘブンツアー実行委員会
７５-１７２７

収穫の秋・月浦でのりんごの収穫風景収穫の秋・月浦でのりんごの収穫風景


